
新型コロナウイルスワクチンに係る接種体制等の構築を求める決議 

 

 今日，新型コロナウイルスによる感染症は，世界的規模で広がりを続け，今なお終息の

時期等が見通せない状況下にある。 

我が国においても，感染者数は高止まり傾向にあり，感染予防と経済の両立など，私た

ちの様々な活動とのバランスが非常に難しいことを痛感しているところである。このよう

な先が見通せない状況は，私たちの暮らしに大きな影を落とし，多くの人が不安の中，生

活している。 

こうした中，過日，海外でのワクチン接種という報道にも接し，我が国でも近いうちに

認可手続を経て，承認されると思われる。ワクチン接種がアフターコロナの新しい時代の

到来に向けた一助となることを期待するものである。 

しかしながら，現在，当該情報に触れる機会は十分ではなく，市民には不安感とともに，

今後の本市の地域医療等への影響が懸念されるところである。国内での認可承認がなされ

ていない状況ではあるものの，承認後の早期ワクチン接種に向けた対応は喫緊の課題の一

つであり，即応でき得るよう，種々検討を加え，準備等に万全を期さなければならない。 

よって，市においては，国や県からの迅速かつ適切な情報提供と併せて，安全性の確保

など市民の不安解消に努める中で，実施主体となる市と関係者の役割分担をはじめ，接種

場所や接種方法など，ワクチン接種体制や流通体制の構築に向け，速やかに取り組むよう

強く求める。 

 本市議会としても，本市と連携の上，協力して感染予防対策に当たるとともに，ワクチ

ン接種体制等の構築に全力を挙げて取り組むものである。 

 以上，決議する。 
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